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市民 参 加 型 の｢ 共 生 的 自 治｣

昨 年 もこの 白書 で 取り上 げられ た藤 沢

市の事 例を再 度取り上げ る。その理 由は、

ブームにのってホームペ ージを公 開したが

ほとんど 更新していない 自 治体 が 目立 つ

中、着 実にインターネット利 用の 実績 を積

み上げ ているためである。藤沢 市は｢共 生

的自 治｣ 実現 をか かげ111民 電子 会議 室を

開設している。｢共生 的自 治｣とは､ 市民と

行政 とのパ ートナーシップを基 調とし た行

政 運営を行うことであり、共生 の ためには

単に 行 政も市民 からの提 案 を｢ 聞 き置く｣

だけでなく、対等の 立場に 立って 市民と対

話することが必 要である。そのための 道具

として､ インターネットh の 市民 会議室を利

用している。昨年 版の白 書の時点 でも､ 市

の｢ 環境 基本計 画｣につい て市民 から意 見

をもらうための 会議 室を開設し、市職 員も

参 加して議 論してい たが 、1998 年 度 には

｢都市マ スタープ ラン｣｢総 合 基 本計 画｣ に

ついて 同 様の 会議 室を設け､ 投 稿 され た

意見 、行 われ た議 論を極 力 反映 するよう

な姿 勢を続け ている。電子 会議 室の 運営

は 公 募により選 出 され た 運営 委 員 会が

行っているが､ 特 筆 すべきことは運営 委 員

会会議室も参加 者に 公開していることであ

るO これは最 近の情 報 公 開の流 れを先 取

りしたものであり、地方 分 権を進 めていく

うえでもこのような試 みは 重 要である。肝

心な 参加 者 の数 であるが､1999 年3 月 現

在の 参加者は901名 であり､市民 参加型 の･

自治体の 会議室では最大級であろう。しか

し､ 郵政省の調査(98年1 月)では 全人口の

6.4% がｲﾝﾀｰﾈｯﾄ を利 用しているとのこ

とであり､これを藤沢市にあてはめると9,300

世帯がｲﾝﾀｰﾈｯﾄ を利川していることにな

る｡901 名はまだ1割の打率であり､さらに参

加者を増 やす努力が 求められていると言え

よう。同 様の電子 会議室による市民 参加の

試みが､ 隣の大 和市でも行われている。大

和市 は市の 総合 計画 の第2 次基 本計 画策

定にあたり市民との意見交換 のために電子

会議 室を開設した訌 都 市環境 について考

える｣｢ 地域 の情 報について 考える｣｢ 計画

や施 設作りへの市民 参加について考える」

などの 会議室があり活発に議論している。

情 報 提 供 の 仕 組 み

さ て 、藤 沢 市 で は｢ 共 生 的 自 治｣ を｢ 市

政 情 報 提 供 システ ム｣｢ 市 民 提 案 シ ステ ム｣

｢ 市 政 反 映 シ ステム｣ で 構 成し 、電 子 会 議

室 は｢ 市 民 提 案 シ ステム｣ の 取り組 みの1 つ

とされ て いる 。こ の3 つ は 自 治 体 が 今 後 備

え る べ き 機 能 で あ ると 言 っ てい い だ ろう。

そ の1 つ｢ 市 政 情 報提 供 システ ム｣ 、す なわ

ち 行 政 お よび そ の 地 方 の 実 態 に つ い て 情

報 を 提 供 して いく仕 組 み も｢ 提 案 シ ステ ム｣

に 劣らず 重 要 で あ ることは 言 うまで もな い 。

こ の 方 面 で 進 ん でい る の は 神 奈 川 県 であ

る 。たとえ ば 神 奈 川 県 の 環 境 の ペ ージ｢ か

な が わ の 環 境｣ で は 大 気･ 水 質 の 現 況 と

い う基 礎 デ ータか ら､ 化 学 物 質 の 情 報 まで

充 実し てい る。 条 例･ 指 針･ 計 画 の ペ ージ

は 適 時 環 境 庁 の ペ ー ジも利 川 す るな ど の

工 夫 もされて い る 。また 、神 奈 川 県 は 、藤

沢 市 の ような 充 実 し た 電 子 会 議 室 を 持 っ

て い る わけ で は ない が 、県 民 の 意 見 を 集

め ることに 消 極 的 だとい うわ け で は な い 。

た とえ ば 県 の 情 報 公 開 条 例 の 改 訂 に あ

たっては 県 民 から 広 く意 見を 募 集して おり、

募 集 後 の 条 例 案 を 見 ると、県 民 か ら 募 集

し た 意 見を 真 摯 に 検 討 しとりこもうとし た 形

跡 が 見 られ る。

最 後 の｢ 市 政 反 映 シ ステ ム｣ は 今 後 伸 ば

す べ き分 野 であ る。そ の ため には 議 会､ 従

来 か ら 地 域 で 活 動 して い る団 体､ ＮＰＯ な

ど との 密 な 連 携 が 求 めら れよう。そ の 芽 も

少し ず つ で て きて い る。たとえ ば 神 奈 川 県

の 議 会 の ペ ー ジで は､｢ あ な た の 声 を 県 政

に｣ とし て 議 会 へ の 請 願･ 陳 情 の や り方 を

こと細 か に 説 明 して おり､｢ 陳 情｣ が 本 来 は

市 民 参 加 の ツー ル で あ るこ とを 思 い 起 こ

させ て くれ て 楽 し い 。 また 、大 和 市 で は

Cyber Planning Project と 称し 、国 内 外 の

まち づ くり関 連 の ペ ー ジへ のリン ク集 、まち

づ くり文 献･ まちづ くりＮＰＯ･ まちづ くりコ ン

サ ル タントデ ー タベ ー スなど の 情 報 を 集 め

て あり、市 民 が 本 来 自 分 た ちの もの であ る

｢まちづくり｣について 勉強 できるようにして

ある。このような動 きが、自 治 体が 本 来の

意味 での 自治( 自分 たちで 治める)体 への

脱皮 を促 すもの であり、インターネットはそ

のツールとして 当 分は 有益 なものであり続

けるであろう。

(鏑 木 孝 昭

インター･ コミュニティ･ ネットワーク理 事)
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か な が わ の 環 境

httP://ｗｗｗ.fsinet.ｏr.ip/~k-center/indeχ.h↑ｍ

神 奈 川 県 議 会 か らの お 知 ら せ

http://ｗｗｗ.pref.kan。9．ｗ，･jp/gikai/pg/koe.htm

大 和 市 ホ ー ム ペ ー ジ

httP://ｗｗｗ.ｄy･y ｏｍｏtｏ.kanagawa･ip/

藤 沢市 の ホ ームペ ージ

h籵p://～.city.fujisawa.kancgawa.jp/
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